
令和 8年度放射線安全取扱部会年次大会（第 67回
放射線管理研修会）を令和 8年 10月 22日（木），23日
（金）の 2日間，新幹線から降りて直ぐの福島駅西口
から徒歩 5分にあるコラッセふくしま（福島県福島
市三河南町 1-20）で開催いたします。
今大会のメインテーマは「不易流行～震災から 15年，

未来へのエール～」です。「不易流行」とは，江戸時
代の俳人松尾芭蕉が『奥の細道』の旅の間に体得し
た概念で，「不易を知らざれば基立ちがたく，流行を
知らざれば風新たならず」と説き，不易（本質）を
極めなければ基礎は立たず，流行（変化）を取り入
れなければ新しい進展はないとしたそうです。私た
ちの放射線安全取扱の分野でも譲れない本質的な考
え方を維持しつつも，変化する現実に応じて最適な
答えを見出して行くことが重要だと考えて，福島の
原発事故からの復興の中で育まれた経験に注目しな
がら，未来を考える一助になればと期待しています。
大会 1日目は，4階多目的ホールにて，部会総会，
放射線安全管理奨励賞の表彰式，2つの特別講演，
1つのシンポジウム，そして中会議室 401・小会議室
402では，ポスター発表と機器展示コーナーを 1つ
の空間にて開催します。また，小会議室 403には相
談コーナーを設けます。
特別講演Ⅰは毎年恒例の原子力規制庁による「最近
の放射線規制の動向」についてご講演いただきます。
シンポジウムは企画専門委員会企画として「不易
と流行の間で電離放射線管理の原点と変革を共に考
える」をテーマに，厚生労働省，日本非破壊検査工
業会及び東京大学それぞれから専門家をお招きし
て，令和 8年 4月 1日施行の電離則改正をふまえた
ご講演をいただきます。電離則改正の背景や，利用
者への特別教育を含む管理の実例等をご紹介いただ

き，「不易を守りつつ，流行を柔軟に取り入れる」と
いう観点から，エックス線装置の利用に関する理解
を深める機会といたします。
特別講演Ⅱは「震災直後における福島県教育委員
会の放射線教育について」をテーマにして，阿部洋
己氏（元松陵中学校校長）より，子どもたちの将来
を考えながら積み上げてきた放射線教育はどのよう
なものだったのか，そこに至る過程にはどのような
ものがあったのか，15年経った今だからこそ聞いて
みたい，その経験を語っていただこうと思います。
大会 2日目は 2つの特別講演を行います。
特別講演Ⅲは「海へ向き合う科学─ ALPS処理水
をめぐる分析と生物研究」をテーマに，まず，日本
原子力研究開発機構の田中康介氏より，第三者評価
機関の立場から ALPS処理水の精密分析にまつわる
現状とその最新知見についてご講演いただき，続い
て ALPS処理水を希釈した海水を用いた海洋生物飼
育の取組みとその成果について，東京電力の柴田敏
宏氏にご講演いただきます。
特別講演Ⅳは「福島第一原子力発電所事故後の放
射線管理から学ぶ～昨今の危機災害対応のポイント
とその限界点」をテーマに，福島第一原発廃炉現場
の医療事情を紹介すると共に，国際情勢や国の施策
に間接的に影響を受けている状況を，地域の医療者
の視点から福島県立医科大学の長谷川有史先生より
ご講演いただきます。
芭蕉が東北の地を旅して得た「不易流行」の精神
に思いを馳せながら，福島の地で放射線をめぐる管
理・利用について皆さまと共に考える機会となれば
幸いです。実行委員一同，みなさまのご参加を心よ
りお待ち申し上げます。

 （福島県立医科大学）
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